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　　　　幸手市立長倉小学校

　昭和 50 年 4 月開校の本校は、今年度 48 年目を迎
えました。本校では、「たくましく　生きる」を学校
教育目標に掲げ、予測困難で先行き不透明な時代を
乗り切るために必要である、見える学力と見えない
学力を育む教育を推進しています。「ながっくん」は、
平成 24 年度に作成された長倉小のイメージキャラ
クターで、みんなに親しまれています。
　「ながっくん」の鉛筆を持っ
た右手は、「かしこく」を表し
ています。「できた、わかっ
た、またやりたい。」と児童が
学習の成果を実感できる授業づくりを推進するとと
もに、家庭学習の習慣化で、家庭との連携を深めな
がら、学習の定着を図っています。

　左手に持った赤いハート
は、「人のために行動できる
温かい子」＝「やさしく」を表
しています。1 年生から 6 年

生までの異学年で構成される「縦割り班」での遊びで
は、6年生を中心とした上級生が下級生を思いやり、
安全で楽しくできる遊びを企画しています。また、
本校では「輝き賞」を設け、児童たちの善い行いを表
彰しています。
　太い脚は、「たくましく」
を表しています。コロナ禍
で全校児童が揃って活動す
ることは、まだまだ難しい
状況ですが、逆境も苦にせず、児童たちは毎日元気
いっぱい過ごしています。持久走やなわとびなど、
自分のめあてに向かって頑張っています。
　これからもチーム長倉小学校一丸となって、児童
たちの健やかな成長を見守っていきます。

 レッツチャレンジ！    
めざせ「ながっくん」！

災害時協定を締結しました
　11 月 22 日（火）に市内でホテルグリーンコアを経営する株式
会社ナビと「災害時における施設等の提供協力に関する協定」を
締結しました。
　木村市長は「この協定により、市内において最も大きな被害が
懸念される大規模洪水への対応に備えられます。当施設は、緊
急時の一時滞在施設として指定避難所以外への分散避難が期待
でき、大変心強く感じております」とコメントしました。

フードドライブを実施しました
　11 月 21 日（月）、22 日（火）にウェルス幸手で各家庭から未
使用の食品を持ち寄り、団体などに寄贈するフードドライブ
を実施し、65 人から 595 点もの食品が集まりました。集め
られた食品は市内のこども食堂活動団体に寄贈され、関係者
は「とてもありがたいです。有効に活用します。」と話してく
れました。
　次回 1月 30日（月）、31日（火）にも開催します。詳細はホー
ムページをご覧ください。ご協力よろしくお願いいたします。

叙勲受章おめでとうございます 　
　◆ 瑞宝双光章

大
おおたか

髙　優
まさる

　氏（中）

　氏は、昭和 28 年に教諭として奉職
以来、近隣市町の小中学校長を歴任
し、人間性豊かな児童・生徒の育成

にご尽力されました。また、退職後は、教育相談員と
して活躍されるなど、長年にわたり学校教育の進展に
貢献されました。

人権作文発表会
　12 月 4 日（日）に北公民館で市内小中学生による人権作文の発表会が行われました。児童、生徒たちは日
常で起こったり、感じたりする人権に対する気づきや、世界規模でのさまざまな人権問題に対し、それぞ
れの観点から意見を発表できました。
　発表した児童は「緊張したけれど、大勢の人の前でしっかり発表ができてよかったです。みんなよい発表
をしていて『すごいな』と思いました。」、 「クラスのみんなや先生のおかげでたくさん練習できて、それが
あったから、自信を持って本番に臨むことができました。」と話してくれました。

■叙勲・褒章とは…
　栄典として、国家または公共に対し、功労のある
人へ勲章を授けることを叙勲、社会の各分野におけ
る優れた行いや業績のある人へ褒章の記章を授与す
ることを褒章と言います。
　生存者に対する叙勲・褒章は、原則として春と秋
の年 2 回行われています。戦後一時停止されていま
したが、1964 年から叙勲、1978 年からは褒章が再開
されました。

人
ひ と

B&G 海洋センター自主事業

目指せバク転！キッズ体操教室
　12 月 3 日から 24 日までの毎週土曜日、B&G 海洋セ
ンターで、小学 1 年生～ 3 年生の児童を対象にキッズ
体操教室が行われました。
　教室ではマット運動やとび箱などの体操の基礎を学
び、指導員に補助をしてもらいながら、バク転をでき
るようになりました。


